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漁場

写真：志津川湾の延縄式養殖の漁場。



殻剥き～洗浄

写真：上・共同処理場におけるカキ
の殻剥き作業。右・むき身の洗浄。
志津川町袖浜共同処理場にて。



箱詰め～集荷

写真 左・計量及び箱詰め作業。
右・共同処理場からの集荷。志津川
町袖浜共同処理場にて。



計量・パック製造

写真：鈴幸水産（宮城県松島町）の加工場。



システム開発に至った背景

①加工業者による産地偽装

一部の加工業者が、韓国産のカキをパックし、「宮城県
海域産」と偽装、または産地を無表示にして販売していた
ことが明らかに。

韓国産

宮城県産

加工場 「宮城県産」



②衛生検査を補うリスク対策の必要性

被害が発生してしまったとき、原因の特定ができな
い。

特定の海域が危険であることがわかっても、製品
回収の範囲を絞り込むことができない。

これまで
• サンプリングによる衛生検査が行なわれており、出荷を
一時停止する等の対策がとられている。

•加工場での洗浄・袋詰め工程における、原料と製品の
対応関係の記録が不透明だった。



特徴① 出荷ケース、加工ロット、パック
の３段階にID番号を付与

パックにIDを印字

「加工ロット」に
番号を付与
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B-1B-1A-2

A-3

IDにより関連づけてデータベースに保存

出荷ケース
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Ｃ-６

Ｃ-７



特徴② 重量の整合性の監査
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特徴③ ナンバリング機能を利
用したパックへの印字

左：サーマル（熱転写）式印字機
とキーボード（コントローラ）

下：パック番号の印字例



特徴④ 宮城県カキ業界として
取り組むシステム

複数の関係者が参加することにより、情報の
信頼性が向上する。

共同で情報システムを利用すれば、小規模な
業者でも参加しやすい。

産地側から提案し、得意先の了解を得ることを
目指す。



運転費用の試算

加工業者の運転費用（主として人件費）
は、１パックあたり約0.8円。
ただし、原料ロットの大きさや、製造するパックの受注
規模によっては、コストが大きくなる傾向がある。

情報システム利用料は、事業者（漁協・加
工業者等）全体で、１パックあたり0.15円
程度。



参加事業者にとっての効果

実証試験協力者のカキの売上が、前年よりや
や増加。

産地（漁協）にとって

品質に対する責任感、産地のブランド力が向上。

パック加工業者にとって

深夜労働を回避することができた。

データを活用して荷受確認、在庫管理、製造指示
等が可能となった。



消費者向け検索条件入力画面宮城生協ホームページ



消費者向け検索結果出力画面 その１



消費者アンケート結果から

あなたが今後カキを購入した場合、このシス
テムを利用すると思いますか。

毎回利用す
ると思う
26%

もう利用しな
いと思う
4%

たまに利用
すると思う
70%



カキのトレーサビリティシステムを来年以降も
続けてほしいと思いますか。

続ける必
要はない
9%

続けてほ
しい
91%



トレーサビリティシステムを適用することにより
商品の価格が高くなるとしても、トレーサビリ
ティシステムを導入したカキを選択しますか。

値段が高く
なっても選
択する。
65%

値段が少し
でも高くな
るなら適用
の必要は
ない。
35%




